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１．研究計画の概要 
本研究は，大学教育への社会的要請に応え

る日本語表現能力育成のための，統合的かつ
協働的アプローチを重視したカリキュラム
の開発を目的とする。大学教育の諸分野での
実践を対象に，授業の内容・方法・シラバス・
教材・効果の分析を行い，カリキュラムのモ
デルとして提示することを目指す。カリキュ
ラムは留学生および日本人大学生の双方に
資する，汎用性と実現可能性の高いモデルと
して構築する。さらに，成果を，ワークショ
ップ等を通じて公開し，広い範囲でアクセス
が可能となるようにする。 
 
２．研究の進捗状況 
研究代表者・分担者・協力者が所属するそ

れぞれの機関において，授業活動の音声デー
タや手書きデータを採取し，文字化して分析
を行った。また，日本人大学生と留学生との
授業を介した交流のカリキュラム化を通じ，
そこに見られる相互行為のデータ化，分析を
進めた。主な成果として， 
(1)大学初年次の言語表現能力育成デザイン

の検討（医学部，海洋科学部等） 
(2)協働的アプローチによる作文授業・討論場
面，活動の成果物の分析，初級日本語学習
者への適用の検討 

(3)日本人学生と留学生との協働学習の成果
の分析とカリキュラムの検討 

(4)統合・協働アプローチによる様々な授業活
動の提案（レジュメ作成，スピーチ作成，
ブックトーク，ポスター発表，携帯電話を

利用した理解の共有等） 
等の分析を進め，各種の雑誌・大会等で発表
した。また，研究グループの長期の成果をま
とめる作業を同時に行い，大島弥生ほか編
『大学の授業をデザインする－日本語表現
能力を育くむ授業のアイデア』として平成 21
年度に刊行を予定している。 
同時に，統合・協働アプローチの手法に対

する広範な理解を促進するため，他分野の専
門家を招いての科研費プロジェクト「統合・
協働的カリキュラム」公開研究会を２回開催
し，各回 75～80 名の参加を得た。 
①第 1 回公開研究会（2008.2.11）： 
「協働的アプローチによる日本語表現能
力育成授業と活動理論」 

②第 2 回公開研究会（2009.2.8）： 
「日本語表現能力育成授業における協働
的意味構築の試み」 

公開研究会では他分野の専門家の講演に加
え，統合・協働アプローチの実践のデザイン，
成果について報告し，同時に教師・研究者対
象のワークショップを行って意見を交換し
た。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している 
理由：  
各機関におけるデータ収集とその分析が

進み，次ページに述べるような多くの成果発
表につながっている。ことに，留学生と日本
人学生の双方に適したカリキュラムを考え



るのみならず，両者が同じ授業場面で協働的
に問題解決にあたる中での相互行為の分析
が予定以上に進んでいるといえる。 
また，毎年のワークショップ型公開研究会

にも多数の参加者があり，統合・協働アプロ
ーチによる日本語表現能力育成の授業実践
およびカリキュラム構築についての情報発
信と意見交換も進んでいる。当初の予定では，
ワークショップのほかにホームページを開
設しての情報発信も計画にあったが，今後，
科研費研究成果については国立情報語学研
究所のホームページに公開することが義務
付けられたため，あえて個別ホームページの
ための費用は使わずに成果発表とデータ収
集・分析に向けることとした。このような一
連の蓄積から，①と評価した。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度においては，個別の研究成果を日
本語教育学会国際大会や大学教育学会等で
発表するほか，協働的なアプローチによる多
文化クラスの学びについての総合的な成果
発表など，今までの分析を総合する形での発
信を計画している。また，ワークショップ型
の研究会によるカリキュラム構築の手法発
信も昨年までと同様に計画している。 
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